
自治センターだより  

 

令和３年 3月号 

歴代公民館長の木札制作 
 平成 21年 3月まで、従来の地区公民館が同年 4月から現在 

の自治センターに変わりました。 昭和２１年４月に公民館 

が設立されて以来、実に６３年間にわたり親しまれてきまし 

た。この間、１２人の公民館長が就任し、それぞれに地区の社 

会教育・生涯学習を担い、そのご労苦には、敬意を表し、感謝 

の念を抱くところであります。今回、当センターの一室に歴代 

公民館長名を掲げ、その功績を顕彰したいと思います。なお、筆耕については、元自治センター長でありまし 

た田子育良先生にお願いいたしました。 

累代 氏   名 地区名 就任時期 ９代 遠 藤  豊 当町 S63.4～H3.3 

初代 十文字 新 寿 南山形 S23.4～S26.3 １０代 矢 内 鷹 嗣 南山形 H3.4～H9.3 

2代 髙 原 一 雄 板橋 S26.4～S32.5.15 １１代 酒 井 幸 文 山形 H9.4～H13.3 

3代 酒 井 博 南山形 S32.5.16～S38.9 １２代 髙 原 榮 紹 板橋 H13.4～H19.3 

4代 十文字 新 寿 南山形 S38.10～S56.3 １３代 矢 内 明 男 立ケ岡 H19.4～H21.3 

5代 三 瓶 富 男 白石 S56.4～S58.3 
◇自治センター長氏名 

6代 髙 原 栄 正 南山形 S58.4～S60.3 

7代 小豆畑 利 雄 山形 S60.4～S60.9 初代  田 子 育 良 山形 H21.4～H26.9 

8代 須 藤  栄 板橋 S60.10～S63.3 ２代  十文字 秀 男 南山形 H26.10～H31.3 
 

“石ころ多”のスタンプが利用できます！ 
  山橋まちづくり委員会のキャラクター“石ころ多”のスタンプが、スマートフォンから利用 

できるようになりました。 メールの送信等でどうぞ、ご利用ください。 

 「コロナ禍」から身をまもりましょう・・・三密防止、手指消毒、換気の徹底を！ 

３月の主な事業予定(都合により日程が変更になる場合があります。) 

日 曜 事 業 予 定 付 記 日 曜 事 業 予 定 付 記 

1 月 自治センターだより発行  9 火 健寿大学閉講式 13:30から 

3 水 山橋長寿会役員会 13:30から 10 水 自治協議会理事会 18:30から 

4 木 まちづくり委員会役員会 18:30から 12 金 青少協役員会 19:00から 

5 金 豊遊塾閉講式予定  23 火 青少協監査 13:30から 

7 日 中ノ内フジ現地説明会 10:30から 25 木 自治協議会監査 13:30から 
 

◇ 自治センターは日曜・月曜日は、職員不在（公休日）です。     ◆センター使用後は、使用終了報告書の提出を… 
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購入図書案内  貸出してます   
著  者 書 籍 名 区分 著  者 書 籍 名 区分 

香 月 美 夜 本好きの下克上 小説 横 山 光 輝 平家物語(上)(中)(下) コミック 

菊 間 千 乃 いまそれアウトです 小説 いがらしゆみこ とはずがたり コミック 

知 念 実希人 十字架のカルテ 小説 竹 宮 惠 子 吾妻鏡(上)(中)(下) コミック 

ビクトリアチャール 世界の名画 写真集 バロン吉元 徒然草 コミック 

ジョセフマンカ 外 世界の彫刻 〃 さいとうたかを 太平記(上)(中)(下) コミック 

クリストファー 外 世界の建築 〃 やまだ紫 御伽草子 コミック 
 

 

   

問 14. 特別養護老人ホームに入所できるのは原則、介護度   以上である。 

問 15. かつて南山形にあった鉱山の名称は、    鉱山である。 

 問 12. JR水郡線、山橋地内に踏切は、〇カ所である。 

正解は、 3ヶ所 です。 

問 13. さくら荘の入所宿泊定員は〇〇〇名である。 

正解は、 100名 です。（入所 80名、ショート 20名） 
                    ☆ ☆ 〇 〇 ◎ ◎ □ □ ☆ ☆ 

文 芸  ｛小湊ミドリさん(字兎田)の川柳｝ 

     ・コロナ花 いつまで咲く気 早く散れ 

        ・節分も 声なき写真 ほほえんで              ・人生を 深く知る老い 今は幸 

｛太楽キヨ子さん(字女庭)の川柳｝ 

・コロナ禍も 孫のしぐさに 癒される 

・お土産は 湯の香ほのかな 黒たまご     ・辛抱だ 明るい未来が 待っている 

石川啄木 “一握の砂” ・頬につたう なみだのごわず（ぬぐわず） 一握の 砂を示しし 人を忘れず 

・ふるさとの 山に向かいて 言うことなし ふるさとの山は ありがたきかな 

・たわむれに 母を背負いて そのあまり 軽きを泣きて 三歩歩まず 

・はたらけど 猶ほ（なお）わが生活（くらし） 楽にならざり じっと手を見る 

・ふるさとの 訛（なまり）なつかし 停車場の 人ごみの中に 素（そ）を聞きにゆく 

 編集雑感   ◆ 町内でコロナウィルス発症者が多数確認されています。お互いに注意したいものです。 

予防接種がスタートするとのことから下火になることを祈るばかりです。 

◇ これからの時期、各種団体の総会シーズンになります。役員改選で難航する話を 

よく聞きます。構成員であれば、逃げるだけじゃなく、そのタイミングにより役員を 

受けて頂きたいものです。地域貢献を含め、是非お願いしたいものです。  

◇ 2月 13日夜半、福島県沖を震源地として大地震が発生し、県内各地で被害が発生 

しました。、10 年前の震災を思い起こし、脅威を感じました。 天災は時期を問いません。用心したいものです。 

◆ 今冬は、大雪もなく過ぎようとしています。生活するには苦も無く行きそうです。でも寒暖差が大きく 
 体調の維持管理が大変です。どうぞご自愛ください。                  （ S & H ） 

◇ 自治センターは日曜・月曜日は、職員不在（公休日）です。      ◆センター使用後は、使用終了報告書の提出を… 


